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2
0
0
7
年
7
月
に
英
国
で
海
事
関
係
者

を
対
象
と
し
た
義
援
団
体
が
主
催
す
る
チ
ャ

リ
テ
ィ
ー
イ
ベ
ン
ト
の
１
つ
、「
24
P
e
a
k
s

2
0
0
7
」に
N
Y
K
G
r
o
u
p
E
u
r
o
p

e
社
な
ど
3
社
か
ら
8
人
が
参
加
し
ま
し

た
。
こ
の
イ
ベン
ト
は
参
加
チ
ー
ム
が
義
援
金

と
し
て
5
0
0
0
ポ
ン
ド（
約
1
2
3
万
円
）

以
上
集
め
る
と
と
も
に
、英
国
湖
水
地
方
に

あ
る
標
高
7
0
0
メ
ー
ト
ル
以
上
の
24
の
山

を
24
時
間
以
内
で
踏
破
す
る
と
い
う
も
の
。

N
Y
K
G
r
o
u
p
E
u
r
o
p
e
社
が
運
営

す
る
基
金
や
社
内
外
か
ら
の
義
援
金
は
総
額

7
0
0
0
ポ
ン
ド（
約
1
7
3
万
円
）に
達
し

ま
し
た
。

ま
た
、2
0
0
8
年
1
月
、参
加
費
の
一
部

が
認
定
N
P
O
法
人
「
難
民
を
助
け
る
会
」

に
寄
付
さ
れ
る
「
第
9
回
谷
川
真
理
ハ
ー
フ

マ
ラ
ソ
ン
」が
東
京
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
N

Y
K
グ
ル
ー
プ
で
は
こ
の
大
会
を「
N
Y
K

グ
ル
ー
プ
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
マ
ラ
ソ
ン
」と
題
し

て
参
加
者
を
募
集
し
、
当
社
グ
ル
ー
プ
10

社
か
ら
53
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
こ
の
企

画
で
は
当
社
が
参
加
者
の
走
行
距
離
に
応

じ
た
寄
付
金
を
拠
出
す
る
一
方
で
、大
会
の

趣
旨
に
賛
同
し
た
参
加
者
の
家
族
や
友

人
・
同
僚
が
義
援
金
を
出
し
ま
し
た
。

当
社
グ
ル
ー
プ
社
員
が
走
っ
た
距
離
は
合

計
7
9
6
・3
1
5
キ
ロ
。
1
キ
ロ
当
た
り
1

0
0
円
に
換
算
さ
れ
、寄
付
金
は
7
万
9
7

0
0
円
に
。
ま
た
義
援
金
6
万
4
3
0
0
円

に
は
マ
ッ
チ
ン
グ
ギ
フ
ト（
※
）を
行
い
、
総

額
20
万
8
8
2
5
円
が「
難
民
を
助
け
る
会
」

へ
寄
付
さ
れ
地
雷
廃
絶
活
動
に
役
立
て
ら

れ
ま
す
。
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気軽に参加できるチャ
リティーマラソン

走ることが社会貢献につながる
大会には大勢が参加

日本郵船の社会貢献活動　http://www.nyk.com/profile/csr/social/

「24 Peaks 2007」に参加したグループ社員

24時間以内に24の山を登る
「24 Peaks 2007」

走って登って参加する
チャリティーイベント
■ ■ ■ ■ ■ 24 Peaks 2007
■ ■ ■ ■ ■ NYKグループチャリティーマラソン

日本郵船の社会貢献活動Corporate Citizenship

参加したグループ
社員は全員、完走
を果たした

社員が有志で福祉団体などに寄付を行う際、
企業もそれと同等の額を上乗せして寄付する制度

マッチング
ギフトとは…
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世界的に自動車の需
要が急増しているこ
とを受け、日本の基
幹産業である自動車
生産が好調だ。日本
で生産された自動車
は、どのように海外
へ輸出されているの
だろう。日本郵船が
運航する自動車専用
船での荷役の様子
をリポートする。

日本の基幹産業・
自動車生産を支える輸送

自
動
車をは

こ
ぶ

Vo l.3

上／船内のスロープを走る自動車
下／日本郵船の自動車専用船
“APHRODITE LEADER”
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い
く
の
だ
が
、
ど
こ
で
も
い
い
と
い
う
わ
け
で

は
な
い
。
で
き
る
だ
け
空
き
ス
ペ
ー
ス
の
な
い

よ
う
、
積
載
す
る
必
要
が
あ
る
。
効
率
よ
く

積
載
・
荷
揚
げ
す
る
た
め
に
、
事
前
に
詳
細

な
積
載
プ
ラ
ン
を
立
て
る
の
が
、
日
本
郵
船

本
社
の
プ
ラ
ン
ナ
ー
だ
。
全
メ
ー
カ
ー
・
全
車

種
の
詳
細
な
デ
ー
タ
と
、自
動
車
専
用
船
の

図
面
を
も
と
に
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
し
て
い
く
。
独

自
の
ノ
ウ
ハ
ウ
と
経
験
が
必
要
な
仕
事
だ
。

自
動
車
は
、
車
種
に
よ
り
サ
イ
ズ
が
異
な

る
上
、
同
じ
車
種
で
も
欧
州
仕
様
と
ア
ジ
ア

仕
様
と
で
は
サ
イ
ズ
が
異
な
る
。
ま
た
、自

動
車
の
重
さ
も
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
車
の
よ
う
な
重
い
自
動
車
は

余
裕
を
も
っ
て
配
置
し
て
い
く
。

さ
ら
に
、
ど
の
揚
げ
地
で
ど
の
自
動
車
を

降
ろ
す
の
か
、と
い
う
こ
と
も
重
要
だ
。
最

停
め
ら
れ
た
自

動
車
を
専
用
の

資
材
で
固
縛
し

て
い
く
の
は
ラ
ッ

シ
ャ
ー
の
担
当

だ
。
そ
の
間
、運

転
を
終
え
た
ド

ラ
イ
バ
ー
た
ち
は
足
早
に
送
迎
用
の輊
足
車
軫

に
乗
り
込
み
、
岸
壁
に
戻
る
。
次
の
自
動
車

を
荷
役
す
る
た
め
だ
。

ほ
か
の
貨
物
と
異
な
り
、自
動
車
は
梱
包

さ
れ
て
い
な
い
非
常
に
デ
リ
ケ
ー
ト
な
貨
物
。

荷
姿
は
そ
の
ま
ま
販
売
時
の
姿
と
同
じ
だ
。

ダ
メ
ー
ジ
を
与
え
な
い
よ
う
、
荷
役
に
も
細

心
の
注
意
が
払
わ
れ
る
。た
と
え
ば
、
固
縛

に
使
用
す
る
用
具
が
あ
た
っ
て
傷
を
付
け
る

こ
と
の
な
い
よ
う
、金
具
部
分
は
ビ
ニ
ー
ル
素

材
で
覆
わ
れ
て
い
る
。

現
場
で
は「
ギ
ャン
グ
」と
い
わ
れ
る
グ
ル
ー

プ
が
組
ま
れ
る
。
一
つ
の
ギ
ャ
ン
グ
は
、ド
ラ

イ
バ
ー
5
人
と
パ
ー
キ
ン
グ
作
業
員
4
人
、ラ

ッ
シ
ャ
ー
5
人
、
足
車
の
ド
ラ
イ
バ
ー
1
人
の

計
15
人
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
今
日
の
現
場

で
は
2
ギ
ャン
グ
が
作
業
中
。
そ
し
て
、
現
場

全
体
の
指
揮
を
と
る
の
が
フ
ォ
ア
マン
だ
。

船
の
内
部
は
12
フ
ロ
ア
に
分
か
れ
て
い
て
、

ま
る
で
立
体
駐
車
場
の
よ
う
。
積
載
す
る
自

動
車
の
車
高
に
応
じ
て
、一
部
の
フ
ロ
ア
の

高
さ
が
変
更
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

空
い
て
い
る
ス
ペ
ー
ス
に
自
動
車
を
積
ん
で

壁
を
結
ぶ
の
は
、
船
の
側
面
や
船
尾
に
あ
る

ラ
ン
プ
ウ
ェ
イ（
橋
）だ
。

今
日
、積
載
予
定
の
自
動
車
は
4
1
1
台
。

ず
ら
り
と
岸
壁
に
停
め
ら
れ
、
荷
役
の
時
を

待
っ
て
い
る
。
ま
ず
は
ド
ラ
イ
バ
ー
が
広
い
船

内
を
歩
い
て
ル
ー
ト
を
確
認
。
そ
し
て
9
時

45
分
、い
よ
い
よ
荷
役
開
始
だ
。
ド
ラ
イ
バ
ー

が
自
動
車
に
乗
り
込
み
、次
々
と
船
内
に
向

か
っ
て
車
を
走
ら
せ
た
。
船
内
の
決
め
ら
れ

た
ス
ペ
ー
ス
で
車
を
降
り
、パ
ー
キ
ン
グ
作
業

員
と
運
転
を
交
替
。
パ
ー
キ
ン
グ
作
業
員
は

車
間
距
離
が
前
後
30
セ
ン
チ
、左
右
10
セ
ン
チ

に
な
る
よ
う
、
ぴ
た
り
と
駐
車
し
て
い
く
。

の
8
時
30
分
、名
古
屋
港
弥
富
ふ
頭

に
日
本
郵
船
の
自
動
車
専
用
船
輊
A

P
H
R
O
D
I
T
E
L
E
A
D
E
R
軫が
着

岸
し
た
。こ
の
船
は
昨
年
12
月
に
就
航
し
た
ば

か
り
の
国
内
最
大
級
の
自
動
車
専
用
船
。
小

型
乗
用
車
換
算
で
6
5
0
0
台
が
積
載
可
能

だ
。
最
近
は
大
き
め
の
自
動
車
が
主
流
な
の

で
、実
際
に
は
約
5
2
0
0
台
が
積
載
で
き
る
。

自
動
車
専
用
船
が
ほ
か
の
船
と
異
な
る
の

は
、
そ
の
積
載
方
法
。
R
O
R
O（R

oll
O
n/Roll

O
ff

）式
と
い
っ
て
、
貨
物（
＝
自
動

車
）に
専
門
の
ド
ラ
イ
バ
ー
が
乗
り
込
み
、
貨

物
を
自
走
さ
せ
て
船
に
乗
り
込
む
。
船
と
岸

独

自

の

ノ

ウ

ハ
ウ

と

経

験

が

可

能

に

す

る

輸

送

モノはこび最前線 ● 自動車をはこぶ

朝

積載プランの一例

左／自動車専用船
に精通したプランナ
ーが積載プランを立
てていく
上／各フロアを揚げ
地別に色分けして表
示した画面
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積

み

替

え

輸

送

で

効

率

的

に

自

動

車

を

世

界

へ
2008 Spring NYKplus 78 NYKplus 2008 Spring

初
に
着
い
た
港
で
降
ろ
す
は
ず
の
自
動
車

が
、一
番
奥
に
あ
っ
た
の
で
は
荷
揚
げ
で
き

な
い
か
ら
だ
。

途
中
、45
分
間
の
休
憩
を
は
さ
ん
で
、13

時
30
分
に
荷
役
作
業
は
無
事
完
了
し
た
。

明
日
は
名
古
屋
港
新
宝
ふ
頭
で
さ
ら
に
数

千
台
を
積
載
す
る
予
定
。
そ
の
後
、
船
は
日

本
を
離
れ
、シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
を
経
由
し
て
オ
マ

ー
ン
、ド
バ
イ
、ア
ブ
ダ
ビ
へ
と
向
か
う
。

年
は
世
界
的
に
自
動
車
需
要
が
急
増

し
て
い
る
た
め
、
自
動
車
専
用
船
は

不
足
気
味
。
よ
り
効
率
的
に
輸
送
す
る
必
要

が
あ
る
。
そ
の
た
め
、主
要
な
港
と
主
要
な

港
の
間
を
大
型
の
自
動
車
専
用
船
で
輸
送

し
、そ
の
先
の
小
さ
な
揚
げ
地
へ
は
小
型
船

輸
送
す
る
と
い
う「
積
み
替
え
輸
送
」が
主

流
に
な
り
つ
つ
あ
る
。

さ
ら
に
、日
本
郵
船
で
は
ベル
ギ
ー
の
ジ
ー

ブ
ル
ー
ジ
ュ
や
中
国
の
天
津
、広
州
な
ど
の
主

要
港
で
、自
動
車
専
用
タ
ー
ミ
ナ
ル
を
運
営

し
て
い
る
。
こ
れ
は
日
本
郵
船
な
ら
で
は
の

取
り
組
み
だ
。
自
社
運
営
に
す
る
こ
と
で
、

高
度
な
技
術
が
必
要
な
自
動
車
の
荷
役
を

安
全
・
確
実
に
行
う
こ
と
が
で
き
、
広
大
な

駐
車
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
で
き
る
。

大
型
自
動
車
専
用
船
の
就
航
や
、
効
率
的

な
輸
送
ス
タ
イ
ル
の
提
案
、
専
用
タ
ー
ミ
ナ

ル
の
運
営
と
い
っ
た
日
本
郵
船
の
取
り
組
み

は
、
日
本
の
基
幹
産
業
・
自
動
車
生
産
を
支

え
て
い
る
。

上／岸壁に並ぶ荷
役予定の自動車
下／フロントガラス
の紙には揚げ地な
どの情報が

左／立体駐車場の
ような船内を走る
下／次々にランプ
ウェイから乗船して
いく

上／荷役は船体後
方のランプウェイから
下／乗船する“足車”

上／車間距離は左
右わずか10センチ。
まるで神業
左・下／自動車を固
定するラッシング

近

モノはこび最前線 ● 自動車をはこぶ
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PERSON@NYK ● 重量物運搬船積付責任者

「
こ
の
貨
物
を
ど
う
や
っ
て
吊
る
か
」。
鎌
倉

の
大
仏
さ
ま（
1
2
1
ト
ン
）よ
り
重
く
、大
き

さ
も
形
も
ば
ら
ば
ら
な
貨
物
を
運
ぶ
の
が
珍

し
く
な
い
重
量
物
運
搬
船
。
藤
田
さ
ん
は
、そ

う
し
た
い
く
つ
も
の
重
い
貨
物
を
効
率
よ
く

積
む
方
法
を
検
討
・
決
定
し
て
い
る
。
営
業
部

門
が
獲
得
し
た
貨
物
を「
積
む
ス
ペ
ー
ス
は
あ

る
か
、積
ん
だ
と
き
に
船
は
大
丈
夫
か
、揺
れ

た
と
き
に
貨
物
の
移
動
力
は
ど
の
程
度
か
、

（
貨
物
を
止
め
る
）固
縛
は
ワ
イ
ヤ
ー
に
す
る

か
溶
接
止
め
に
す
る
か
、
積
み
順
は
…
」な
ど

山
ほ
ど
検
討
す
る
。

船
の
図
面
を
見
て
C
A
D
や
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
を
使
っ
て
計
算
し
、顧
客
と
も
打
ち
合
わ
せ

な
が
ら
荷
が
傷
ま
な
い
積
み
付
け
方
法
を
考

え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

計
算
だ
け
で
は
わ
か
ら
な
い
こ
と
も
多
い
。

藤
田
さ
ん
は
商
船
大
学
卒
業
後
、
船
に
乗
っ

て
い
た
。
現
場
を
知
っ
て
い
る
か
ら
で
き
る
こ

と
も
多
い
と
い
う
。

船
積
み
の
と
き
に
は
現
場
監
督
も
務
め

る
。
手
配
ど
お
り
に
貨
物
が
入
ら
な
い
こ
と

や
貨
物
の
大
き
さ
や
重
量
が
事
前
の
連
絡
と

違
う
こ
と
も
あ
り
、
現
場
で
ア
レ
ン
ジ
し
直

す
こ
と
も
珍
し
く
な
い
。
重
量
物
を
吊
る
ク

レ
ー
ン
を
操
作
す
る
際
に
は
、
操
作
す
る
人
の

技
量
を
見
な
が
ら
、
巻
き
上
げ
速
度
や
傾
き

な
ど
を
指
示
す
る
こ
と
も
あ
る
。
船
が
あ
ま

り
傾
か
な
い
よ
う
に
バ
ラ
ス
ト（
重
し
）水
も
チ

ェ
ッ
ク
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

重
量
物
船
の
積
み
付
け
は
貨
物
の
形
や
重

さ
が
千
差
万
別
で
、マ
ニ
ュ
ア
ル
化
が
不
可
能

と
い
わ
れ
る
ほ
ど
難
し
い
。
そ
の
分「
面
白
い
」

仕
事
で
あ
る
。

特殊な貨物を積むため、
事前検証は重要な作業

巨大なプラント機器の荷役。現場に緊張感が走る

現場での急な変更にも
臨機応変に対応

計
算
と
経
験
を
駆
使
し
て
重
量
物
を
積
む

PERSON@NYK

藤田伸吾さん
日之出郵船 海技グループ
海技チーム 課長代理

──── 重量物運搬船積付責任者
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大
洋
を
ほ
ぼ
一
定
方
向
に
動
く
海
水

の
流
れ
が
海
流
で
す
。
流
れ
の
幅
や
速

さ
は
絶
え
ず
変
動
し
ま
す
。
詳
し
い
海

流
情
報
を
利
用
し
、速
い
流
れ
に
乗
っ
て

船
を
走
ら
せ
る
こ
と
に
よ
り
、地
球
に
優

し
い
航
行
が
可
能
と
な
り

ま
す
。
日
本
郵
船
は
、「
海

流
予
測
情
報
利
用
有
限
責

任
事
業
組
合
」が
提
供
す
る

海
流
予
測
情
報
を
本
格
的

に
利
用
し
、ま
ず
中
東
か
ら

日
本
に
向
か
う
大
型
タ
ン
カ

ー
７
隻
で
、黒
潮
を
よ
り
有

効
利
用
し
た
省
エ
ネ
運
航

を
開
始
し
ま
し
た
。

台
湾
か
ら
日
本
の
間
で
黒
潮
の
最
大
流

速
は
３
ノッ
ト
以
上
と
な
り
ま
す
。
大
型
タ

ン
カ
ー
の
航
海
速
力
の
２
割
に
相
当
す
る

ス
ピ
ー
ド
で
す
。
2
0
0
6
〜
2
0
0
7
年

に
、日
本
郵
船
は
こ
の
海
域
に
お
い
て
大
型

タ
ン
カ
ー
13
隻
、計
23
航
海

で
海
流
活
用
の
実
証
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を
行
い
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従
来
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海
流
推
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い
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航
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と

比
べ
、
当
該
海
域
で
の
燃

料
消
費
量
と
Ｃ
Ｏ
2
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出

量
を
最
大
９
％
削
減
で
き

る
こ
と
を
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認
。
他
船
社

に
先
駆
け
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格
利
用
に
踏
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ま
し
た
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「
成
長
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安
定
」「
環
境
」。
日
本
郵
船
は

2
0
0
8
〜
2
0
1
0
年
度
中
期
経
営
計

画
の
最
重
要
課
題
の
１
つ
と
し
て「
環
境
」

を
と
ら
え
、
ダ
ン
ト
ツ
の
環
境
先
進
企
業

グ
ル
ー
プ
を
目
指
し
ま
す
。

そ
の
一
環
と
し
て
４
月
に

「
環
境
特
命
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

―
N
Y
K
C
O
O
L
E
A

R
T
H
P
R
O
J
E
C
T
」を

立
ち
上
げ
、社
長
直
属
の「
環

境
特
命
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
務

局
」を
設
置
し
ま
し
た
。

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で

は
①
C
O
2

や
そ
の
他
の
ガ

ス
の
排
出
量
を
極
限
ま
で

削
減
す
る
た
め
の
機
器
開
発
な
ど
革
命

的
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
へ
の
挑
戦
②
政
府
間
、

Ｉ
Ｍ
Ｏ（
国
際
海
事
機
関
）、
経
団
連
な
ど

国
内
外
の
機
関
で
行
わ
れ
る
政
策
討
議

へ
の
適
切
な
対
応
③
環
境
関
連
の
設
備

投
資
増
や
燃
費
節
減
な

ど
に
よ
る
経
済
効
果
の

適
正
な
把
握
と
評
価
④

減
速
航
行
な
ど
環
境
問

題
に
対
応
し
た
ビ
ジ
ネ

ス
モ
デ
ル
へ
の
変
革
⑤
環

境
保
全
に
関
す
る
諸
々

の
社
会
貢
献
―
の
５
つ

の
課
題
に
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

SAFETY & ECO ● 日本郵船の安全と環境への取り組み SAFETY&ECO

日本郵船では、小さな環境負荷での“モノはこび”を目指してい
ます。安全運航の徹底は最大の環境保全。事故を防止し、環境
への影響を食い止めます。また、設備や業務プロセスの改善

により、ＣＯ2などの排出量低減を目指しています。

■ ■ ■ ■ ■ 環境特命プロジェクト

ダントツの環境先進企業目指す
中期経営計画の最重要課題に

■ ■ ■ ■ ■ 海流予測情報活用

黒潮に乗って省エネ航行実現
VLCC7隻から本格利用

日本郵船の安全と環境への取り組み

赤い部分が海流の最も速いところ
技術開発の一例（自動車専用船）
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■ 東京エルエヌジータンカーと長期傭船契約

東京エルエヌジータンカーと新造LNG（液化天然ガス）船1隻の共同
保有および20年間の長期定期傭船契約に関する基本協定を締結しま
した。また、川崎造船と本契約で使用する17万7000m3型新造LNG船
1隻の造船契約も締結しました。新造船は2011年の竣工後、東京ガス
向けLNGプロジェクトに投入される予定です。

■ サンクトペテルブルク向けフィーダー開始

アムステルダム（オランダ）、ハンブルク（ドイツ）、サンクトペテルブルク
（ロシア）、コトカ（フィンランド）を結ぶ、新フィーダーサービス：BAX（Baltic
Express Service）を2007年12月12日から開始しました。本サービスは
当社が提供するグランドアライアンスのアジア／欧州サービスと、ハンブルク
またはアムステルダムで接続します。

■ 上海港・大小洋山ターミナルへの投資参画

上海国際港務（集団）
有限公司（Shanghai
In te rna t iona l Por t
（Group）Co., Ltd.）が
開発する大小洋山コン
テナターミナル第3期B
への共同投資者に内定
した旨の通知を上海市
当局から受けました。現
在、北米・欧州・アジア
航路など週22便が上海
港に寄港しています。

■ ２年連続で
「最も持続可能な世界の100社」に

日本郵船は、「Global 100」として知られる「最も持
続可能な世界の100社」に２年連続で選出されまし
た。「Global 100」の発表は、毎年スイスのダボスで
開かれる世界経済フォーラムの年次総会（ダボス会議）
の場で行われており、今年は1月23日開催の同会議
で公表されました。昨年、日本の海運会社として初め
て選出され、それに続く受賞。

TOPICS & NEWS

● 2007年10月～2008年3月●

■ 「働きがいのある会社」調査で第7位に

Great Place to Work¤ Institute Japan（以下“GPTW”）が実施する、
第2回「働きがいのある会社」調査で、当社が第7位に選ばれました。
GPTWでは、「従業員が会社や経営者、管理者を信頼し、かつ自分の
仕事に誇りを持ち、一緒に働いている人たちとの連帯感が持てる会社」
を「働きがいのある会社」と定義付け、GPTW評価委員会が認めた企業
を公表しています。

■ 燃料節減効果の高い省エネ装置開発

グループ会社MTIとツネイシホー
ルディングスは、燃料節減効果を
期待できる新たな船体付加物
“MT-FAST”を開発しました。“MT-
FAST”は、プロペラ前方に複数の
翼を取り付けることで、プロペラの
回転から生まれる旋回流による損
失エネルギーを回収する効果があ
ります。実験で約4％の効果が確
認されています。新造船だけでなく既存船への取り付けも可能です。

■ ヤマトグループとの戦略的提携を強化

日本郵船とヤマトホールディングスは、戦略的提携強化のための新体
制を、2008年度上期中をめどに構築していくことで基本合意書を締結
しました。「航空フォワーディング事業の一体的運営」「国際貨物の国内
一括集配ネットワークの構築」を核に新体制を構築することで、お客さま
へ「輸送品質の向上とトータルコストにおけるメリット」を提供していきます。

■ 新中期経営計画“New Horizon 2010”発表

2008年度から3年間の新中
期経営計画“New Horizon
2010”を発表しました。①海運
事業の拡充②ロジスティクス・イ
ンテグレーターへの飛躍③企業
基盤の強化──を柱に総合物流
企業への道を歩んできましたが、
この路線をさらに発展させ、3つ
の基本戦略「成長」「安定」「環境」の下、「モノ運び」グローバル企業を目
指し、さらなる増収増益を達成していきます。

TOPICS & NEWS ● 2007年10月～2008年3月
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急速な経済発展を続けるインド。中でも国内最大の商業都市
としてインド経済をけん引するのがムンバイ（旧ボンベイ）だ。
アラビア海に面する天然の良港だったこの町は、16世紀にポ

ルトガルに攻略され、17世紀に英国王とポルトガル王女の結婚
の際、英国に贈与された。19世紀に多くの綿紡績工場が建設
され、経済的発展を遂げた。
1893年、日本郵船はタタ商会と共同でボンベイ航路を開設。

以来、1世紀を超える日本郵船との
信頼関係は、タタグループへと受け継
がれている。現在、ムンバイにはNYK
Line（India）社など現地法人3社の
本店があり、急成長を続けるインド市
場で活躍している。 NYK Line（India）社が入るビル

【 造船契約 】〈ぞうせんけいやく〉
海運会社が造船所に船を発注する際に交わす契約。船の世界は
ドルが基軸通貨なので、日本の会社同士でも契約はドルで交わされ
ることが多い。また金額が大きく建造期間も長いことから、代金の
支払いは４～５回に分けて行われる。金額が大きい割に契約書は薄
い。海の男同志、長 と々した能書きは不要、ということかもしれない。

【 フィーダーサービス 】〈ふぃーだーさーびす〉
コンテナ取扱量が少ない小規模な港と、主要航路の大型コンテ
ナ船が直接寄港する大規模な港を結び、貨物の接続役を果たす
サービス。複数の小規模港を回って貨物を集め、集めた貨物を主
要港で北米航路や欧州航路などの基幹航路に積み替える。また、
主要港で基幹航路からの貨物を積み取り、近海各地に輸送する役
割も担う。

【 グランド・アライアンス 】〈ぐらんど・あらいあんす〉
日本郵船、ハパックロイド（ドイツ）、ＯＯＣＬ（香港）、ＭＩＳＣ（マレーシ
ア）の４社で形成する船社提携の名称。運航コンテナ船をプール
することで１社では不可能な、広範なサービスの提供が可能となる。
また、スケールメリットを生かし運航コストを大幅に削減できる。
1995年に結成され、2006年２月、現行体制となった。

【 コンテナターミナル 】〈こんてなたーみなる〉
コンテナ船が接岸し、コンテナ貨物の荷役を専門に行う埠頭のこ
とで、海と陸とを結び付ける機能を持つ。貨物の積み降ろしを行う
ガントリークレーン、ターミナル内でコンテナを動かすトランスファーク
レーンなどの荷役機器が常備されている。輸入の場合、港に到着し
た貨物はターミナルから鉄道、トラックで最終目的地まで運ばれる。

【 アジア航路 】〈あじあこうろ〉
一般的にアジア航路というと、シンガポール以東の東アジア地域
を指すが、広義にはインドや中東地域を含めることもある。距離の
長い北米・欧州航路とは異なり、東アジア地域内では数多くの航
路が集中、複雑なサービス・ネットワークが形成している。サービス
を提供している船会社も多いため、競争は激しい。

【 フォワーディング 】〈ふぉわーでぃんぐ〉
フォワーディングとは、荷主と運送業者との間に立って行う貨物の運送
取扱や、運送事業者による運送を利用した運送業務を指す。こうした
業務の事業者をフォワーダーと呼ぶが、海上輸送分野では、自らは船
舶を運航せず、船会社のサービスを利用し輸送するためNVOCC
（Non Vessel Operating Common Carrier）と称することもある。

海事用語
A toZ

TOPICS&NEWSで
ご紹介した記事の中から、
わかりにくい専門用語を
解説します。

世界遺産に登録されているチャトラパティ・シヴァージー・ターミナス駅

Mumbai

ムンバイ
インド
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■　横浜発着 秋のA-styleクルーズ 《横浜発着》
2008年11月22日蹊～24日踟・跫 旅行代金 110,000円～400,000円

■　2008年オリエンタルクルーズ 《横浜・神戸発着》
2008年11月26日踵～12月10日踵 旅行代金 576,000円～2,632,000円

■　Xmas 横浜・神戸ワンナイトクルーズ《横浜発／神戸着》
2008年12月11日踰～12日踴 旅行代金 52,000円～180,000円

■　Xmas 神戸ワンナイトクルーズA 《神戸発着》
2008年12月12日踴～13日蹊 旅行代金 50,000円～180,000円

■　Xmas 神戸ワンナイトクルーズB 《神戸発着》
2008年12月13日蹊～14日踐 旅行代金 52,000円～180,000円

■　Xmas 神戸・名古屋ワンナイトクルーズ 《神戸発／名古屋着》
2008年12月14日踐～15日踟 旅行代金 50,000円～180,000円

■　Xmas 名古屋ワンナイトクルーズ 《名古屋発着》
2008年12月15日踟～16日蹂 旅行代金 52,000円～180,000円

■　Xmas 横浜ワンナイトクルーズA 《横浜発着》
2008年12月19日踴～20日蹊 旅行代金 50,000円～180,000円

■　Xmas 横浜ワンナイトクルーズB 《横浜発着》
2008年12月20日蹊～21日踐 旅行代金 52,000円～180,000円

■　Xmas 長崎・別府クルーズ 《横浜発着》※区間設定あり
2008年12月21日踐～26日踴 旅行代金 250,000円～900,000円

■　年末年始 グアム・サイパンクルーズ 《横浜発着》
2008年12月26日踴～2009年1月4日踐 旅行代金 486,000円～1,890,000円

■　2009年南太平洋グランドクルーズ《横浜・神戸発着》
2009年1月20日蹂～3月15日踐 旅行代金 2,200,000円～11,500,000円

■　神戸発着 春の日南クルーズ 《神戸発着》
2009年3月16日踟～18日踵 旅行代金 102,000円～380,000円

■　名古屋発着 春のA-styleクルーズ 《名古屋発着》
2009年3月20日踴・跫～22日踐 旅行代金 110,000円～400,000円

■　南西諸島・台湾 悠々クルーズ 《横浜・神戸発着》
2009年3月27日踴～4月9日踰 旅行代金 611,000円～2,509,000円

■　2009年世界一周クルーズ 《横浜・神戸発着》
2009年4月12日踐～7月25日蹊 旅行代金 4,250,000円～20,000,000円

お問い合わせ 郵船クルーズ

＝早期申込割引代金が設定されています。※
＝満65歳以上のお客様に10％割引があります。※

＝アスカスイートがお得な代金でご利用になれます。
＝スイートルームがお得な代金でご利用になれます。
＝お得な子供代金が設定されています。

※の割引を適用の場合、株主優待割引券はご利用いただけません。ご了承ください。

ハッピーファミリークルーズ

スイートルーム体験キャンペーン

アスカスイートキャンペーン

熟年割引

早期申込割引

TEL 03-3284-6001  FAX 03-3284-6005
http://www.asukacruise.co.jp/

飛鳥Ⅱクルーズスケジュール （2008年11月～2009年7月）

CRUISE LOGBOOK ● クルーズ情報
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エキゾチックな
三都をめぐる船旅

スイートルーム体験キャンペーン

スイートルーム体験キャンペーン

スイートルーム体験キャンペーン

スイートルーム体験キャンペーン

アスカスイートキャンペーン

スイートルーム体験キャンペーン

スイートルーム体験キャンペーン

スイートルーム体験キャンペーン

スイートルーム体験キャンペーン

スイートルーム体験キャンペーン

早期申込割引

ハッピーファミリークルーズ

早期申込割引

熟年割引

フォーシーズン・ダイニングルームエンターテイメント

上海

香港

台湾
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